
第５回奈良 ESD連続セミナー 

大西 浩明 

 

◇日時：2025 年 8 月 25 日（火）19 時～21 時 30 分 

◇方法：Zoom によるオンライン形式 

◇参加者：26 名 

◇内容：単元構想案の相互検討➁ 

 

【ルーム１】 ファシリテーター：河野晋也（奈良教育大学） 

１）杉原孝治先生（神奈川県立有馬高等学校） 

   高校２年 総合的な探求の時間 「SDGsを考えたビジネスモデルの創出」 

生徒が高校 1 年生のときに考えた SDGs に関するアイデアを見直し、社会課題を解決するためのビジ

ネスプランを作成し、「持続可能性」とは何かを多面的・多角的に考える総合的な探究の時間を構想し

た。環境に良くても経済的に継続できるか、利益が出ても新たな格差や負担が生まれないか、現代世代

や身近な地域だけでなく将来世代や他地域にどのような影響があるかなど多面的多角的に考えさせる

ことを目的とする。課題のつくり方としては、身近な地域で扱うことを重視する。世界的な規模で考え

させると、どうしても拡散してしまう。こどもの見いだす問いをどのように質を高めていくのかが重要

になると思われる。新聞などを使って取り上げていくこともよいのではないか。また数年間続けている

取組でもあるので、前年のこどもの探究を引き継がせるのもよいのではないかと思われる。課題をビジ

ネスチャンスととらえることを学ぶのはこれからとても重要な力になると思われる。 

 

２）宇高礼弥先生（天理市立福住小中学校）  

 中学校２年 社会科「江戸時代の人々の暮らしから未来の持続可能な社会づくりのヒントを見つけよう」 

鎖国していたころの江戸時代の社会を概観し、閉鎖的で遅れた社会だったのではないかという子ども

たちの思い込みを考え直すことから授業をはじめ、江戸時代の循環型社会の仕組みを学んでいく。その

上で、過去の知恵を取り入れながら、自分たちのできる取組を考えていく実践。鎖国していた社会を、

「循環型社会のモデル」として捉えることは斬新な視点だと思われる。最終的に、炭づくりにつなげる。 

 

３）冨樫智子先生（山形県立鶴岡中央高等学校）  

  高校１年 科学と人間生活 「自然景観と自然災害 」 

 各地の自然景観の写真を見たり、自分たちが住みたい自然景観を出し合ったりして、どのようにして

こうした自然景観が生まれたのかを考えるところから実践が始まる。地形の成り立ちを学んだり、地形

をつくり出した自然現象が私たちの生活にどのような影響を与えるのかを考えたりする。最終的に防災

プランを考えて発表し意見をもらう。小中に比べて高校ではより具体的で現実的な問いに向かうことが

可能になるとの意見が出された。防災教育や自然環境についての学びは小中学校でも実践されるが、高

校ではより切実な問いに向き合うことが可能になる。またゲストティーチャーをどのように活用するか

という質問については、理想は 2 回以上ゲストティーチャーをよび、知識を習得する時間だけでなく、

自分が考えたことを出したり確かめたりする場面を設定することが勧められた。 

 

 



【ルーム２】 ファシリテーター：中村友弥（奈良市立朱雀小学校）、中澤静男（奈良教育大学） 

１）三好偉雄太先生（王寺町立王寺北義務教育学校） 小学校３年 総合的な学習の時間 

「オリーブ園から考える王寺町の魅力 〜オリーブでつなぐ・ひろがる・王寺の輪〜」 

王寺町の隠れた特産品である「オリーブ」を教材とし、栽培方法の傾斜地適応や商品化（石けん・お

茶等）、産官学の連携（オリーブ園主・池田さん、町役場、大阪産業大学の川口先生・学生）を調査 

自分たちにできる町の魅力を発信する方法を探究する 

・地域資源の再発見 

 「王寺町にオリーブ園があることを初めて知った」などの驚きが聞かれ、非常に新鮮な教材であるこ

とが確認された。 

・『苦労』から生まれる主体性: 

単に良い面を調べるだけでなく、オリーブ栽培の『苦労や工夫』に焦点を当てることで、児童が「自分

たちも協力できること」を自分事として捉え、自発的な行動や共創への足がかりになるという極めて建

設的な議論が行われた。 

 

２）中村文子先生（奈良市立西大寺北小学校）   

   小学校 6年 音楽科 「平和への思いを歌で伝えよう」 

広島への修学旅行に向けて、過去の児童が歌い継いできた「平和のたね」（弓削田健介氏作詞作曲）を

学習。広島の子どもたちが紡いだ歌詞の意味や作詞者の想いを深く読み解き、自分たちの平和へのメッ

セージを歌唱に込めて広島で届ける。 

・表現の多角化 

 「歌詞の読み取りをもとに、折り紙の色だけで表現する以外にも、形で表現する工夫ができるのでは」

といった、ビジュアルを統合した表現アプローチが提案された。 

・双方向のレスポンス 

 「児童が歌う様子をビデオ撮影し、広島の人々に聴いてもらう」などの仕組みを作り、レスポンスを得

ることで、一方通行ではない世代や地域を超えた他者とのリアルな繋がりを実感させ、平和学習の効果

をさらに広げるアイデアが出された。 

 

３）吉田宏先生（奈良県立磯城野高等学校）  施設園芸・理科 「施設園芸の脱プラ化はできるか？」 

農業科で使用する多大なプラスチック（ポット、マルチ、フィルム等）の環境課題を理解した上で、

新聞紙根巻き、草マルチ、育苗用木箱といった昔ながらの代替技術を実験・実践し、持続可能な農業技

術を多面的に考察する。 

・経済的リアリティと葛藤 

「全てを急に変えるのは難しく、脱プラ化と経済との両立は極めて難題である」という現実的な葛藤に

直面する姿勢が重要であると指摘された。 

・多様な視点の理解 

 「同じ教職員内でも一枚岩になれない多様な意見がある」という ESD における多様性の合意形成の難

しさを共有。 

・生産者の視点 

単なる環境保護の理想論にとどまらず、「農業の苦労など農家（当事者）の視点」に立ち、作業効率やコ

ストをふまえた持続可能性を再考すべきという本質的な問いが投げかけられた。 



【ルーム３】 ファシリテーター：圓山裕史（奈良市立伏見小学校） 

１）谷口弦太先生（草津市立老上西小学校） 小学校３年 総合的な学習の時間 

 「老上西小学校区の安全大作戦！ ～みんなが安心・安全なまちにしよう～」 

校区の住みやすいところ、住みにくいところについて話し合う→もっと住みやすい地域にするには？ 

車が多いからもっと安全な町になってほしい  どこが危ないのかを調査活動（インタビューも） 

自分たちにできることを考える → 発信（近隣の幼稚園などに） 

意見交流から 

・実際に事故があったところや特に危ないところを警察からまずは聞き取るといいのでは。 

・登校指導などで立ってもらっている人に、まずは話を聞いてみるといいのでは。 

・３年生の発達段階を考えれば、実際に自分たちで調べて危ないところを地図に書き込んでいく作業が

大事と思う。地域のいろいろな人たちにも危険個所などを聞いたことも。 

・実現できるかは別として、「ここに横断歩道を」「ガードレールを」などを地域の人や行政に提案でき

るようなゴールに。 

 

２）吉岡真志先生（奈良学園小学校）  小学校６年 理科 「てこのしくみとはたらき」 

まずは、いろいろな棒で「つりあいマスター」になる（モヤモヤする）活動をたくさんさせたい 

いきなり実験用てこを使いたくない 

「小さな力で大きなものを動かす」だけでなく、「大きな力で小さな力を出す（ピンセット）」理解も 

滑車と輪軸にも触れる 

てこを使った身近なものは見つけやすいが、自分事に変わるゴールをどうするか悩んでいる 

意見交流から 

・今は栓抜きや缶切りなどを知らない子どもも多い。 

・最後のところは活用したいので、学校で作業などできればいいのでは。 

・発明工夫展のように、「こんなふうにしたら便利になる」ものを考える活動はどうか。 

 洗濯ばさみで、支点の位置を変えると一気に洗濯物を外すことができるものもある。 

 

３）長江昂大先生（大和郡山市立片桐西小学校） 

   小学校１年 生活科 「つながる いのちの だいけんきゅう」 

アサガオを育てる活動のあとに、育ち方を比較させながらサツマイモを育てる活動をする 

アサガオは種を取って次の１年生に送る  命をつなげる大切さをサツマイモでも 

サツマイモは食べることでわたしたちの命がつながる 

「アサガオとサツマイモ、必要なのはどっち？」 最後の問いで迷っている 

意見交流から 

・「必要な」を問うのは違うだろう。それぞれの命のつなげ方を１年生なりに表現させることが重要。 

・虫のえさにもなっているのだから、他の生き物の命もつなげているという理解もできるはず。 

 → 身近な自然はどれも大切なんだというところにつながれば。 

・「命がつながる」ことの大切さが実感できれば、自分や家族の命についても考えることができる。 

・生活科という特性上、子どもに何を気づかせ、どういうゴールを求めるかをもう少し明確に。 

 

 



４）薮内真志先生（福岡市立壱岐東小学校） 

   小学校６年 総合的な学習の時間 「わたしたちのまち 壱岐東」 

 小学校生活を振り返り、いろんな人に支えられてきたことに気付く（様々なイベントなどもあった） 

  学校の先生、PTA の方、公民館の人、自治協議会の人など 

 「だれが、どんなことをしていたのだろう？」 「大変なのにどうしてやってくれたのだろう？」 

  → 自分たちが地域のためにどんな恩返しができるだろう？ 

意見交流から 

・まず、自分たちが地域のためにやってみることで、その大変さを知ることから始めるといいと思う。 

 → 地域の人はそれを何年もずっと続けてやってくれている。 切実な「なぜ？」が生まれる 

・学校の先生は仕事としてやっているので、同じレベルで考える必要はないのでは。 

・学習の終盤ではおそらく卒業間際になるので、とことん「地域のために･･･」という思いで活動ができ

るようにしたい。 


